
DE工区の状況

①撮影日 平成29年7月31日

撮影日 平成30年5月28日 ②

既設構造物

既設構造物

・ DE工区東側の計画掘削ラインでの廃棄物土掘削は完了しましたが、中央部の幅約
10m範囲では、廃棄物土が一部残存しているため、追加調査を行い、掘削方法の検討を
行います。
・ 上下流側では底面粘性土層が層厚約2～6m程度で厚く分布。
→掘削底面は掘り止め。基盤材の埋戻しを行う。

現在の状況

廃棄物土掘削(DE工区)の状況

撮影日 平成30年5月29日

底面粘性土層の
欠損範囲

粘性土層

近景写真

粘性土層

砂質土層

砂質土層

廃棄物土
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地質状況

細粒で固結度が高く
割れ目等は認められない

Kc3層(粘性土層）

Ks2層(砂質土層）

砂分を主体とし
Kc3層と比較して固結度は低い

撮影日 平成30年5月29日

Kc3層(粘性土層）

Ks2層(砂質土層）

EL.135

EL.130

Ks3層(砂質土層）

開催日：平成30年6月1日
参加者：10名

概要
・DE工区(東側) の掘削後の地山状況について開催

開催結果

現場見学会の開催
(DE工区)

次回見学会
・ 工事の進捗に応じてDE工区掘削状況等で開催予定

写真更新

写真更新
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